
第第88回回中中央央執執行行委委員員会会

定定期期大大会会にに向向けけ、、総総括括、、方方針針補補強強等等をを検検討討
一
九
春
闘
の
経
過
と
総
括
（
案
）

に
つ
い
て

一
九
港
湾
春
闘
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、
休
会
と

な
っ
て
い
た
中
央
港
湾
団
交
が
七

月
二
十
五
日
に
よ
う
や
く
開
催
さ

れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
今
後
、

ど
う
い
う
展
開
と
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
が
、
一
九
春
闘
の
ま
と
め

と
し
て
の
文
章
を
大
会
前
に
ま
と

め
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
一
九

春
闘
の
経
過
と
総
括
（
案
）
を
確

認
し
た
い
と
し
了
承
さ
れ
た
。
総

括
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

〔
春
闘
総
括
概
要
〕

港
湾
春
闘
で
は
二
月
の
産
別
要

求
と
同
時
期
に
沖
縄
で
の
事
前
協

議
違
反
問
題
が
発
生
し
、
日
本
港

運
協
会
や
船
社
、
荷
主
へ
抗
議
文

を
送
る
と
と
も
に
、
現
地
沖
縄
で

は
沖
縄
地
方
本
部
が
沖
縄
地
区
港

湾
と
し
て
整
然
と
ス
ト
ラ
イ
キ
を

決
行
し
ま
し
た
。
荷
主
や
船
社
の

都
合
で
事
前
協
議
申
請
を
出
さ
な

い
な
ど
は
雇
用
や
職
域
、
港
湾
秩

序
を
守
る
う
え
で
、
到
底
許
さ
れ

る
も
の
で
な
く
、
日
港
協
の
「
申

請
が
出
さ
れ
た
も
の
の
み
に
つ
い

て
協
議
す
る
」
な
ど
は
、
二
者
＝

二
者
協
議
の
本
来
の
中
身
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
日

港
協
の
当
事
者
責
任
を
放
棄
す
る

も
の
で
し
た
。
全
国
港
湾
は
こ
の

こ
と
を
受
け
、
統
一
回
答
が
数
年

さ
れ
て
い
な
い
制
度
賃
金
問
題
と

と
も
に
、
事
前
協
議
違
反
問
題
と

し
て
実
力
行
使
も
駆
使
し
な
が

ら
、
中
央
港
湾
団
交
で
の
交
渉
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
荷
主
、

船
社
に
対
す
る
日
港
協
の
姿
勢
は

「
防
衛
局
だ
か
ら
」
と
か
「
非
指

定
港
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
言
い
訳

を
並
べ
、「
荷
主
、
船
社
に
対
し

て
事
前
協
議
の
申
請
を
強
制
す
る

こ
と
は
独
禁
法
に
抵
触
す
る
」
な

ど
と
当
事
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

ら
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

産
別
制
度
賃
金
要
求
へ
の
統
一

回
答
拒
否
と
い
う
態
度
を
か
た
く

な
に
固
辞
し
て
い
る
日
港
協
で
す

が
、
今
春
闘
で
見
え
て
き
た
も
の

は
、
国
が
進
め
て
い
る
港
湾
の
Ａ

Ｉ
タ
ー
ミ
ナ
ル
政
策
が
あ
り
ま

す
。
国
は
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化

や
人
員
不
足
と
し
て
機
械
化
、
自

動
化
を
推
進
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
遠
隔
操

作
導
入
に
は
公
募
に
よ
っ
て
補
助

金
を
出
す
な
ど
の
政
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
全
国
港
湾
は
こ
の
数
年

一
貫
し
て
機
械
化
、
自
動
化
を
反

対
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き

て
政
策
に
反
対
す
る
港
湾
労
働
組

合
が
目
障
り
と
な
り
、
日
港
協
を

巻
き
込
ん
で
の
組
合
つ
ぶ
し
、
無

力
化
の
圧
力
を
強
め
た
結
果
が
統

一
回
答
拒
否
と
な
っ
て
表
れ
て
い

ま
す
。

七
月
二
十
二
日
時
点
で
も
解
決

に
は
至
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
中

央
港
湾
団
交
が
長
期
化
に
な
り
、

小
団
交
に
下
ろ
し
て
の
交
渉
を
行

な
っ
て
も
何
ら
進
展
の
な
い
、
そ

う
い
っ
た
状
況
下
で
の
賃
金
引
上

げ
闘
争
で
し
た
。
し
か
し
各
地

方
、
支
部
は
団
体
交
渉
の
時
間
的

工
夫
や
中
央
交
渉
と
は
違
い
労
使

双
方
で
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
を

積
極
的
に
行
い
、
引
き
上
げ
金
額

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
到
達
闘
争
に

全
力
を
挙
げ
た
春
闘
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
労
使
と
も

に
世
間
並
み
の
早
期
解
決
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、

今
後
の
賃
金
制
度
や
労
働
条
件
の

統
一
に
向
け
た
一
歩
と
な
る
と
確

信
し
ま
す
。

二
〇
一
八
年
度
の
経
過
と
総
括

（
案
）
に
つ
い
て

運
動
方
針
に
基
づ
き
、
こ
の
一

年
間
、
各
種
取
り
組
み
を
お
こ
な

っ
て
き
た
。
産
別
最
賃
・
独
禁
法

問
題
が
大
き
く
あ
っ
た
が
、
産
別

闘
争
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。（
年
度
総
括

は
、
秋
年
末
の
経
過
と
総
括
、
春

闘
の
経
過
と
総
括
と
同
内
容
の
も

の
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
た
め

記
載
は
省
略
）

二
〇
一
八
年
・
一
九
年
運
動
方
針

補
強
（
案
）
に
つ
い
て

運
動
の
基
調
に
変
更
は
な
い
。

引
き
続
き
、
賃
金
、
労
働
時
間
短

縮
、
定
年
延
長
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
く
と
し
確
認
を
お
こ
な
っ

た
。
ま
た
、
一
部
分
、
変
更
の
あ

る
点
に
つ
い
て
確
認
を
お
こ
な
っ

た
。主

な
変
更
提
案
と
し
て
は
、
一

九
春
闘
ま
で
要
求
の
柱
と
し
て
き

た
六
五
歳
定
年
延
長
に
つ
い
て
、

大
多
数
の
地
本
・
支
部
が
達
成
を

し
た
と
判
断
す
る
と
し
、
統
一
要

求
か
ら
外
し
、
各
地
方
・
支
部
の

到
達
闘
争
に
変
更
し
た
い
。
全
港

湾
の
統
一
要
求
は
個
別
賃
金
一
本

と
い
う
こ
と
に
改
め
た
い
。
春
闘

時
の
労
働
関
係
調
整
法
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
一
時
金

闘
争
の
時
と
同
様
に
、
全
港
湾
の

統
一
要
求
（
個
別
賃
金
）
の
部
分

と
地
方
・
支
部
付
帯
要
求
の
部
分

に
つ
い
て
は
各
地
方
・
支
部
で
お

こ
な
う
よ
う
に
変
更
し
た
い
。
た

だ
し
、
全
国
港
湾
の
産
別
要
求
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
全
港
湾
中
央
本
部
で
一
括
し
て

手
続
き
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

国
際
連
帯
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
海
事
労
働
組
合
の
定
期

大
会
が
二
〇
二
〇
年
三
月
に
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
開
催
さ
れ
る
の

で
大
会
に
参
加
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
中
国
海
員
建
設
工
会
と
の

交
流
を
は
じ
め
、
朝
鮮
半
島
情
勢

の
変
化
を
見
極
め
な
が
ら
韓
国
民

主
労
総
、
お
よ
び
朝
鮮
職
業
総
同

盟
と
の
交
流
再
開
の
た
め
の
協
議

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

全
国
港
湾
の
運
動
方
針
案
、
規
約

改
正
案
に
つ
い
て

全
国
港
湾
の
運
動
方
針
案
等
に

つ
い
て
は
資
料
添
付
し
、
各
地
方

で
認
識
を
深
め
て
ほ
し
い
と
し

た
。
ま
た
、
全
国
港
湾
の
規
約
の

改
正
に
つ
い
て
は
、
今
秋
の
大
会

で
の
改
正
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
し

か
し
、
全
国
港
湾
は
引
き
続
き
検

討
を
重
ね
早
期
に
規
約
を
改
正
し

た
い
と
し
て
い
る
の
で
、
各
地
方

で
持
ち
帰
り
議
論
を
深
め
て
ほ
し

い
と
し
た
。

全
港
湾
の
決
算
・
予
算
（
案
）
に

つ
い
て

決
算
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
予
算

通
り
の
執
行
と
な
っ
た
。
緊
縮
財

政
の
成
果
が
で
て
い
る
。
剰
余
金

に
つ
い
て
は
一
般
会
計
、
春
闘
闘

争
費
カ
ン
パ
会
計
に
繰
入
と
し
た

い
。
二
〇
一
九
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
組
合
費
は
据
え
置
き
、

引
き
続
き
、
緊
縮
財
政
で
予
算
編

成
し
た
。

春
闘
闘
争
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
、
春
闘
で
の
中
央
港
湾
団
交
開

催
回
数
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
補
強
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
今
年
単
年
度
に
限
っ
て
闘
争

資
金
月
一
〇
〇
円
の
内
の
半
額
五

〇
円
分
を
春
闘
カ
ン
パ
に
充
て
補

強
し
た
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
春

闘
カ
ン
パ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

今
後
議
論
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

ま
た
、
全
港
湾
会
館
の
労
宅
部

分
が
築
三
〇
年
を
経
過
し
傷
み
が

生
じ
て
き
た
こ
と
か
ら
大
規
模
な

修
繕
を
お
こ
な
っ
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。そ
し
て
、修
繕
に
と
も

な
い
こ
れ
ま
で
の
積
立
金
を
取
り

崩
す
こ
と
か
ら
、
再
度
将
来
の
修

繕
を
見
越
し
て
、
本
年
度
か
ら
会

館
補
修
引
当
金
と
し
て
年
六
〇
万

円
を
積
み
立
て
て
い
く
と
し
た
。

全
港
湾
の
秋
年
末
闘
争
方
針（
案
）

に
つ
い
て

基
本
的
に
従
来
の
方
針
を
継

承
、
冬
季
一
時
金
闘
争
に
つ
い
て

は
例
年
通
り
と
し
、
要
求
額
は
昨

年
同
季
の
率
・
額
以
上
を
地
方
ご

と
に
決
定
し
て
い
き
た
い
。
二
〇

二
〇
年
春
闘
の
準
備
と
し
て
は
、

第
二
回
中
央
執
行
委
員
会
に
お
い

て
、
要
求
額
、
統
一
し
て
た
た
か

う
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し

て
、
傾
斜
型
賃
金
体
系
に
つ
い
て

等
検
討
を
お
こ
な
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。
中
央
委
員
会
の
日
程

は
、
全
港
湾
は
一
月
三
十
日
、
三

十
一
日
、
全
国
港
湾
は
二
月
五

日
、
六
日
の
予
定
。

全
港
湾
の
第
九
〇
回
定
期
全
国
大

会
に
つ
い
て

第
九
〇
回
定
期
全
国
大
会
は
、

九
月
十
一
日
、
十
二
日
、
シ
ー
パ

レ
ス
で
開
催
す
る
。
代
議
員
は
計

八
九
名
。
議
長
団
は
関
西
地
方
、

四
国
地
方
。
議
題
は
、
二
〇
一
八

年
度
経
過
と
総
括
（
案
）、
二
〇

一
八
・
一
九
年
度
運
動
方
針
補
強

（
案
）
に
つ
い
て
、
二
〇
一
八
年

度
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

二
〇
一
九
年
度
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
、
二
〇
一
九
年
秋
年
末
闘
争

方
針
（
案
）
に
つ
い
て
、
年
間
ス

ト
権
の
確
立
（
案
）
に
つ
い
て
。

以
上

（
片
柳
悦
正
）

七
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、
日
港
福
会
館
内
に
お
い
て
全
港
湾
の
第
八
回
中
央
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
中
央
執
行
委
員
会
で
は
、

二
〇
一
八
年
度
の
主
な
た
た
か
い
の
経
過
と
総
括
（
案
）
お
よ
び
二
〇
一
八
年
・
一
九
年
運
動
方
針
補
強
（
案
）
に
つ
い
て
議
論
し
、
遅
れ

て
い
た
一
九
春
闘
の
経
過
と
総
括
（
案
）
に
つ
い
て
も
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
会
に
向
け
て
各
種
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

第第
九九
回回
中中
央央
港港
湾湾
団団
交交

仮仮
協協
定定
書書
、、
確確
認認
書書
をを
締締
結結

小
団
交
の
開
催
で
休
会
と
な
っ

て
い
た
中
央
港
湾
団
交
が
再
開
さ

れ
、七
月
二
十
五
日
、第
九
回
中
央

港
湾
団
交
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
業
側
よ
り
、
前
回
の
団
交

時
に
議
事
録
確
認
し
た
内
容
に
つ

い
て
修
正
が
煮
詰
ま
っ
て
き
た
の

で
本
日
団
交
再
開
を
お
願
い
し
た

と
し
て
、
仮
協
定
書
（
案
）
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
事
前
協

議
違
反
問
題
に
つ
い
て
は
春
闘
要

求
と
は
切
り
離
し
て
の
別
立
て
の

確
認
書（
案
）と
し
て
示
さ
れ
た
。

組
合
側
は
、
こ
の
回
答
に
つ
い

て
一
定
の
評
価
が
で
き
る
と
し
、

休
憩
を
と
っ
て
検
討
を
お
こ
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
合
意
で
き
る
も

の
で
あ
る
と
し
、
仮
協
定
書
と
確

認
書
を
締
結
し
た
。そ
し
て
、小
団

交
の
間
、
延
期
と
し
て
い
た
日
曜

日
ご
と
の
就
労
拒
否
に
つ
い
て
も

十
六
時
十
分
解
除
す
る
と
し
、
一

九
港
湾
春
闘
は
終
結
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
こ
の
数
年
間
解
決
の

糸
口
が
見
い
だ
せ
ず
に
い
る
産
別

賃
金
・
独
禁
法
問
題
に
つ
い
て
は
、

全
国
港
湾
と
し
て
、
今
度
の
定
期

全
国
大
会
に
お
い
て
十
分
な
討
議

を
し
た
上
、
態
度
決
定
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

（
片
柳
悦
正
）
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労労
供供
労労
組組
協協
第第
三三
六六
回回
総総
会会
をを
開開
催催

労労
供供
労労
働働
者者
のの
拡拡
大大
とと
事事
業業
のの
拡拡
充充
、、
強強
化化
・・
発発
展展
をを
図図
るる

夏季一時金、昨年実績を下回る結果に
速報分会妥結額平均483，102円
闘争分会妥結額平均463，192円

夏季一時金が概ね終結した。港湾春闘長期化の影響で、夏季一時金の回

答も例年より若干遅れたが、最終的に昨年を下回る額での終結となった。

7月23日現在、速報分会では、140速報分会中129分会（92％）に有額回

答が示され、速報分会の回答額平均は483，433円、妥結した分会は126分会

で妥結額平均は483，102円となった。昨年妥結額実績494，735円より11，633

円下回る結果となった。

全闘争分会では、318分会中278分会（87％）に有額回答が示され、闘争

分会の回答額平均は461，030円（1．65ヶ月）となり、昨年同時期を7，096円

下回った。回答を受けた分会のうち274分会（99％）が妥結しており、妥

結額平均は463，192円となった。昨年の妥結実績468，551円より5，359下回

る結果となった。

職種別でみると、港湾の回答額平均は486，744円（昨年同時期を6，355円

下回った）、トラックの回答額平均は348，006円（昨年同時期を1，955円下

回った）、一般の回答額平均は426，863円（昨年同時期を11，009円下回った）

となった。

他団体の回答状況

連合の7月5日付け発表では加重平均で699，685円（前年実績マイナス

26，458円）となっている。

国民春闘共闘の7月8日付け発表では加重平均で630，585円（前年同期

比マイナス15，495円）となっている。

日本経団連の6月11日付け発表では加重平均で971，777円（前年実績マ

イナス25，138円）となっている。

六
月
二
十
八
日
、
第
三
六
回
労

働
者
供
給
事
業
関
連
労
働
組
合
協

議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
お
け
る
役
員
か
ら
の
提
案

や
参
加
者
の
発
言
を
要
約
す
る

と
、
現
在
、
日
雇
い
労
働
者
は
約

七
〇
万
人
と
言
わ
れ
、
第
一
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
日
雇
雇

用
保
険
の
被
保
険
者
が
一
万
人
を

切
り
、
す
で
に
七
千
人
前
後
に
な

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
行
政

に
お
い
て
、
一
般
雇
用
保
険
へ
の

切
り
替
え
指
導
、
就
労
日
数
制

限
、
労
働
組
合
の
不
就
労
証
明
書

の
停
止
な
ど
、
新
規
の
白
手
帳
発

行
に
あ
た
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
一
年
間
の
活
動

で
は
、
厚
生
労
働
省
、
東
京
・
大

阪
の
両
労
働
局
へ
労
働
者
供
給
事

業
の
労
働
組
合
に
よ
る
社
会
・
労

働
保
険
適
用
に
つ
い
て
の
要
請
行

動
を
行
な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
毎

年
継
続
し
て
要
請
行
動
を
し
て
い

く
こ
と
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

今
日
の
非
正
規
雇
用
の
労
働
者

は
、
働
き
方
の
多
様
化
の
時
代
に

あ
っ
て
、
正
規
雇
用
を
目
指
し
て

い
る
方
や
一
つ
の
企
業
に
縛
ら
れ

た
く
な
い
方
な
ど
、
様
々
な
考
え

方
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
背
景

が
あ
り
ま
す
が
、
労
働
契
約
法
や

派
遣
法
の
改
悪
に
よ
っ
て
、
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
働
く
環
境
が
悪

化
し
て
い
ま
す
。

四
月
時
点
で
全
国
に
労
供
労
働

組
合
に
よ
る
一
〇
〇
の
労
供
事
業

所
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の
中
の

約
半
数
の
四
八
事
業
所
し
か
労
供

労
組
協
に
加
盟
し
て
い
ま
せ
ん
。

労
供
労
組
協
の
最
大
の
目
的
は
労

供
事
業
法
の
制
定
で
す
が
、
こ
の

こ
と
を
も
っ
と
多
く
の
労
働
組
合

に
理
解
し
て
も
ら
い
、
幅
広
い
運

動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

労
働
者
供
給
事
業
の
未
来
は
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
月
に
は
職
業
安
定
法
が
改
正

さ
れ
、
労
働
者
供
給
事
業
者
に
対

し
て
、
労
組
法
上
の
労
働
組
合
と

し
て
の
民
主
的
か
つ
無
料
で
あ
る

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
労
働
局

の
チ
ェ
ッ
ク
が
随
時
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
所
謂
「
名
ば

か
り
労
働
組
合
」
の
摘
発
を
念
頭

に
改
正
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
労
働
・
職
安
行
政
の
対
応

に
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

残
念
な
が
ら
、
労
働
組
合
組
織

率
は
一
七
％
で
、
低
調
な
統
計
結

果
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

い
将
来
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
労
働

力
不
足
が
発
生
し
、
外
国
人
労
働

者
と
の
意
思
相
通
や
働
く
環
境
整

備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ａ
Ｉ
の

進
化
に
よ
り
、
と
り
わ
け
労
供
労

働
者
の
働
く
職
域
へ
の
進
出
が
顕

著
に
な
っ
て
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
労
供
労
組
協
役
員

と
し
て
、
私
が
議
長
、
中
央
本
部

諸
見
書
記
次
長
及
び
介
護
家
政
職

支
部
横
山
書
記
長
が
事
務
局
次
長

と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
労
供

労
組
協
は
、「
派
遣
は
ダ
メ
」
を

合
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も
労
働
者

派
遣
法
に
反
対
し
、
労
供
労
働
者

の
拡
大
と
事
業
の
拡
充
、
強
化
・

発
展
を
図
り
な
が
ら
、
労
働
者
供

給
事
業
を
更
に
広
め
て
い
く
方
針

に
立
っ
て
、
運
動
を
前
進
さ
せ
る

こ
と
を
全
体
で
確
認
し
、
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

（
真
島
勝
重
）

東
北
事
前
協
議
連
絡
会学

習
会
を
開
催

七
月
二
日
、
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
て
東
北
事
前
協
議
連
絡

会
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、「
労

側
」
よ
り
東
北
地
区
港
湾
労
働
組

合
協
議
会
、
中
央
よ
り
全
国
港
湾

・
玉
田
書
記
長
、
全
港
湾
・
松
永

書
記
長
の
二
六
名
が
出
席
、「
業

側
」
よ
り
東
北
地
区
事
前
協
議
懇

話
会
と
東
北
整
備
局
港
湾
空
港
部

長
・
酒
井
氏
、
所
長
・
谷
川
氏
の

二
九
名
が
出
席
し
た
。
講
演
者
は

全
国
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
・
中

央
執
行
委
員
長
代
行
・
松
本
耕
三

氏
、
一
般
社
団
法
人
全
日
検
顧
問

（
日
本
港
運
協
会
前
常
務
理
事
）

・
堀
江
和
幸
氏
で
、
労
側
・
業
側

か
ら
見
た
講
演
を
頂
い
た
。

事
前
協
議
制
度
に
つ
い
て
、
今

日
ま
で
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学

習
し
、
一
九
七
九
年
の
五
・
三
〇

協
定
、
一
九
八
六
年
の
二
者
二
者

協
議
体
制
の
確
立
な
ど
を
振
り
返

り
、
一
九
九
六
年
に
は
米
国
海
事

局
（
Ｆ
Ｍ
Ｃ
）
に
よ
り
日
米
貿
易

問
題
で
制
裁
措
置
を
課
せ
ら
れ
る

な
ど
、
当
時
の
様
々
な
出
来
事
・

問
題
に
対
し
て
対
応
し
て
来
た
話

を
聞
か
さ
れ
、
改
め
て
港
湾
の
秩

序
と
港
湾
労
働
者
の
雇
用
と
職
域

の
確
保
が
こ
の
事
前
協
議
制
度
に

よ
り
保
た
れ
て
い
る
と
再
確
認
で

き
た
。
そ
し
て
、
労
・
業
の
合
意

の
上
で
こ
の
制
度
が
成
り
立
つ
と

言
う
こ
と
で
、
こ
の
制
度
が
よ
り

良
い
制
度
と
し
て
運
用
さ
れ
る
よ

う
に
労
使
共
々
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ

ら
れ
た
学
習
会
で
あ
っ
た
。

（
塩
竃
支
部

長
南
安
典
）
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